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第５７問 遺伝子発現の調節 １学期 

 

問１ 次の文章中の空欄(ア～コ)に適する語句を入れよ。 

 

遺伝子には、常に発現しているものと、その発現が調節されているものがある。前者を

( ア )的発現、後者を( イ )的発現という。また、常に発現している遺伝子を( ウ )

遺伝子といい、( エ )酵素など、細胞の生存に必要な遺伝子がそれである。 

  遺伝子の発現調節には、( オ )の調節・( カ )の調節・( キ )の調節があり、

( オ )の調節は( ク )とも呼ばれる。また、( カ )の調節は、ラクトースオペロンな

どがそうである。また、( キ )の調節は、( ケ )するかどうか、つまりリボソームによ

って( コ )を合成するかどうかという調節である。また、選択的スプライシングも、この

( キ )の調節に含まれる。 

 

 

 

 

 

 

＜第５７問 問１の解答＞ 

ア‐構成  イ‐調節  ウ‐ハウスキーピング  エ‐ＡＴＰ合成  オ‐転写前   

カ‐転写  キ‐転写後  ク‐エピジェネティック制御  ケ‐翻訳 コ‐タンパク質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５７問 遺伝子発現の調節 １学期 

 

問２ 次の文章中の空欄(ア～コ)に適する語句を入れよ。 

 

 ① ＤＮＡは、タンパク質である( ア )に巻きついており、この構造を( イ )という。

ところで、( ア )に( ウ )が結合すると、( イ )が密に集合する(＝( エ )が密に折

りたたまれる)ために、( オ )が行われにくくなる。つまり、遺伝子の発現が( カ )され

る。逆に、( ア )に( キ )が結合すると、( エ )の折り畳みが緩むため、( オ )さ

れやすくなる。つまり、遺伝子の発現が( ク )される。 

 ② ＤＮＡに( ケ )が結合すると、( オ )に必要なタンパク質が結合できなくなるた

め、遺伝子発現が( カ )される。これら①・②のような遺伝子発現の調節を( コ )とい

う。 

 

 

 

 

 

＜第５７問 問２の解答＞ 

ア‐ヒストン  イ‐ヌクレオソーム   ウ‐メチル基  エ‐クロマチン繊維  オ‐転写   

カ‐抑制   キ‐アセチル基   ク‐促進   ケ‐メチル基   コ‐エピジェネティック制御 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５８問(前半) 原核細胞の遺伝子発現調節(その１) １学期 

問 ラクトースオペロンを説明した図を参考にしながら、文章中の空欄(ア～ク)に適する語 

句を入れよ。 

大腸菌はラクトースを取り込むと、これをラクターゼ(ラクトース代謝酵素群)でガラクトー

スとグルコースに分解して、これらの物質を呼吸基質などさまざまな生命活動に用いてい

る。ここに、ラクトースを取り込んだときにだけラクターゼを合成するようなシステムが存

在する。 

ラクトースオペロンに関するいろいろな遺伝子・部位 

●( ア )：ラクターゼ(ラクトース代謝酵素群)の遺伝子(＝ラクトースオペロン) 

●( イ )：( ア )を転写するＲＮＡポリメラーゼが結合する部分。 

●( ウ )：調節タンパク質(＝ エ )が結合する部分。 

●( オ )：調節タンパク質(＝ エ )の遺伝子。 

大腸菌がラクトースを摂取していないとき 

ラクトースを摂取していないときとは、ラクトース代謝酵素遺伝子群が発現しないように

しなければならない。そこで( イ )にＲＮＡポリメラーゼが結合しないように( ウ )に

( エ )が結合する。これによってラクトース代謝酵素遺伝子群が転写されることはなくな

る。 

    

 

＜第５８問 ア～オの解答＞ 

ア‐構造遺伝子   イ‐プロモーター   ウ‐オペレーター   

エ‐リプレッサー  オ‐調節遺伝子 

 

 

 



第５８問(後半) 原核細胞の遺伝子発現調節(その１) １学期   

大腸菌がラクトースを摂取したとき 

ラクトースを摂取したときとは、その摂取したラクトースの一部が( カ )に結合する。す

ると( カ )は不活性型になり、( キ )に結合できなくなる。するとＲＮＡポリメラーゼ

が( ク )に結合できるようになるのでラクトース代謝酵素遺伝子群が発現する。 

        

 

 

 

 

 

＜第５８問 後半の解答＞ 

ア‐構造遺伝子   イ‐プロモーター   ウ‐オペレーター   

エ‐リプレッサー  オ‐調節遺伝子    カ‐リプレッサー   

キ‐オペレーター  ク‐プロモーター  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５９問(前半) 原核細胞の遺伝子発現調節(その２) 

 

問 トリプトファンオペロンを説明した図を参考にしながら、文章中の空欄(ア～ク)に適す 

る語句を入れよ。 

 

大腸菌はアミノ酸の一種トリプトファンを合成することができるが、このときトリプトフ

ァン合成酵素が必要となる。ここに、トリプトファンが不足したときだけトリプトファン合

成酵素を作り出すようなシステムが存在し、トリプトファンオペロンと呼ばれている。 

 

トリプトファンオペロン 

●( ア )：トリプトファン合成酵素の遺伝子。 

●( イ )：( ア )を転写するＲＮＡポリメラーゼが結合する部分。 

●( ウ )：調節タンパク質(＝ エ )が結合する部分。 

●( オ )：調節タンパク質(＝ エ )の遺伝子。 

 

トリプトファンが不足しているとき 

( オ )が転写されてｍＲＮＡができ、そのｍＲＮＡが翻訳されて調節タンパク質(＝ 

エ )ができるが、この( エ )はそのままでは不活性で( ウ )に結合することができな

い。すると( イ )にＲＮＡポリメラーゼが結合してか( ア )が転写され、できたｍＲＮ

Ａが翻訳されてトリプトファン合成酵素が作られる。 

 

 

 

＜第５９問 ア～オの解答＞ 

ア‐構造遺伝子  イ‐プロモーター  ウ‐オペレーター   

エ‐リプレッサー  オ‐リプレッサー(図中ではアポリプレッサー) 



第５９問(後半) 原核細胞の遺伝子発現調節(その２) 

トリプトファンが過剰なとき 

 過剰なトリプトファンの一部が( オ )に結合すると、この( オ )が活性化して

( カ )に結合する。するとＲＮＡポリメラーゼが( キ )に結合できなくなり、( ク )

が発現しなくなる。つまりトリプトファン合成酵素が作られなくなる。 

  

 

 

 

 

 

 

＜第５９問 後半の解答＞ 

ア‐構造遺伝子  イ‐プロモーター  ウ‐オペレーター   

エ‐リプレッサー  オ‐リプレッサー(図中ではアポリプレッサー) 

カ‐オペレーター  キ‐プロモーター  ク‐構造遺伝子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６０問 真核の遺伝子発現調節 １学期 

 

問 真核細胞の発現調節に関する次の文章中の空欄(ア～オ)に適する語句を入れよ。 

 

  真核細胞の場合、ＲＮＡポリメラーゼ           図１   

がプロモーターに結合するには( ア )と結合した

( イ )になる必要がある(図１)。さらにプロモータ

ーの上流側の( エ )に( カ )が結合して初めてＲ

ＮＡポリメラーゼはプロモーターに結合することが

できる(図２)。さらに( ウ )に結合した( オ )が

( イ )に作用することによって転写が可能となる

(図３)。 

図２ 

   

 

  

図３ 

 

 

＜第６０問の解答＞ 

ア‐転写調節因子  イ‐転写複合体  ウ‐転写調節領域(＝調節領域)   

エ‐転写調節領域(＝調節領域)  オ‐調節タンパク質(＝転写調節因子)   

カ‐調節タンパク質(＝転写調節因子) 



第６１問 転写後の調節 １学期 

 

問 次の文章中の空欄(ア～オ)に適する語句を入れよ。 

 

 核内の遺伝子(遺伝子Ｘとする)が転写され、ｍＲＮＡ(「ｍＲＮＡ-Ｘ」と呼ぶことにする)

ができるとき、何らかの原因で、そのｍＲＮＡ-Ｘが( ア )化することがある。このよう

なｍＲＮＡは、ダイサーと呼ばれるＲＮＡ分解酵素によって切断され、短い１本鎖ＲＮＡと

なる。これに、あるタンパク質が結合すると、ＲＩＳＣ(ＲＮＡ誘導サイレンシング複合体)

と呼ばれる構造となる。ＲＩＳＣは、ｍＲＮＡ-Ｘと( イ )な部分で結合し、そのｍＲＮ

Ａ-Ｘを分解してしまう。つまり、ｍＲＮＡの( ア )化が起こると、そのｍＲＮＡのもと

になった遺伝子の発現が( ウ )されるのである。このような現象を( エ )という。 

( エ )を人工的に誘導すれば、特定の遺伝子の発現を( ウ )することできる。すなわち、

遺伝子Ｙが転写されてできるｍＲＮＡと相的なＲＮＡを作り、これを細胞に注入してやる。

すると、ＹのｍＲＮＡと、その注入したＲＮＡが( イ )に結合し、( ア )ＲＮＡとなる。

すると、( エ )が起こり、遺伝子Ｙの発現が( ウ )されるのである。この技術によって、

例えば、特定の遺伝子の発現を( ウ )することで、その遺伝子のはたらきを推測すること

ができる。また、がんなど、有害遺伝子による病気を抑制できる。また、( オ )の翅の形

成を阻害すれば、生物農薬として使える。テントウムシはそのままだと飛んで行ってしまう

が、翅をなくせば、ずっとその植物についていてくれるというわけである。 

 

 

 

 

＜第６１問の解答＞ 

ア-２本鎖  イ-相補的  ウ-抑制  エ-ＲＮＡ干渉  オ-テントウムシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６２問 塩基配列の変化 １学期 

 

問１ 次の文章中の空欄(ア～ケ)に適する語句を入れよ。 

 

 ＤＮＡの塩基配列が変化することを( ア )という。これには、塩基配列の一部が他の塩

基配列に置き換わってしまう( イ )、新たな塩基が入り込んでしまう( ウ )、逆に塩基

が失われる( エ )がある。( イ )には、アミノ酸が変化しない( オ )、アミノ酸が変

化する( カ )、そして、( キ )が生じて、ポリペプチドが( ク )くなってしまう場合

がある。 

一方、( ウ )・( エ )の場合、３塩基の読み枠がずれてしまう( ケ )が起こる。する

と、( ウ )・( エ )が起こった以降のアミノ酸配列が大きく変化してしまうだけでなく、

以降のどこかに( キ )が生じでポリペプチドが( ク )なってしまう場合もある。 

 

 

 

＜第６２問 問１の解答＞ 

ア-遺伝子突然変異  イ-置換  ウ-挿入  エ-欠失  オ-同義置換  カ-非同義置換 

キ-終止コドン  ク-短   ケ-フレームシフト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６２問 塩基配列の変化 １学期 

 

問２ 次の文章中の空欄(ア～ク)に適する語句・数値を入れよ。 

 

 赤血球中のヘモグロビンは、( ア )個のサブユニットからなる( イ )構造をしている。

( ア )個のうち、( ウ )個はα鎖、残りの( エ )個はβ鎖と呼ばれる。β鎖の遺伝子

のある部分がGAG であるのに対して、( オ )によって GTGになってしまうことがある。

すると、この部分が指定するアミノ酸は、本来はグルタミン酸であるのに、バリンに変化し

てしまう。つまり、( カ )が起こる。 

  ここで、GAGである遺伝子を S、GTG である遺伝子を sとする。遺伝子型が SS の場

合は正常であるが、マラリア原虫が赤血球に侵入してマラリアを発症する。遺伝子型が ss

の場合、マラリニアにはかからないが、赤血球が変形し( キ )を引き起こすため、生殖年

齢に達する前に死亡する。Ss の場合、１気圧のもとでは正常であるが、高山地帯などの気

圧が低い場所へ行くと、貧血となる。しかし、マラリニアはかかりにくい。つまり、遺伝子

( ク )は、「 ケ 」という点では不利な遺伝子であるが、「 コ 」に対しては有利な遺

伝子であるため、マラリア流行地域では、遺伝子( ク )を持つ人が一定の割合で存在し続

けることになる。 

 

 

 

 

＜第６２問 問２の解答＞ 

ア-４  イ-四次  ウ-２  エ-２  オ-置換  カ-非同義置換   

キ-鎌状赤血球貧血症  コ-s  ク-貧血(←こういう意味のことが書いてあればＯＫ)  

ケ-マラリア  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６３問 一遺伝子一酵素説 １学期 

問１ 次の文章中の空欄(ア～オ)に適する語句を入れよ。 

 

 その生物が生育するのに最低限必要な物質を含んだ培地を( ア )という。( ア )を構成す

る物質は種によって異なっていて、例えば、アカパンカビであれば、水・( イ )・( ウ )・

ビオチン(ビタミンの一種)である。 

アカパンカビの野生株は( ア )で生育可能である。ところが、紫外線などの照射によって

( エ )が起こり、( ア )では生育できなくなる株が生じる。このような株の中には、( ア )

にアルギニンを加えると生育できるものが存在する。この株を( オ )という。 

  

問２ ビードルとテータムの研究に関する次の文章中の空欄(カ～ケ)に語句を入れよ。 

 

問１の( ア )には、次の図にあるように、Ⅰ～Ⅲ型の３種類あった。最少培地に加える物

質がアルギニンではなく、シトルリンやオルニチンを加えても生育するⅠ型、シトルリンを

加えれば生育するが、オルニチンでは生育しないⅡ型、シトルリンを加えてもオルニチンを

加えても生育できないⅢ型の３つである。 

       

研究の結果、Ⅰ～Ⅲ型は、それぞれ図中の反応経路( カ )・( キ )・( ク )を促進す

る酵素を作ることができなくなっていることが分かった。 

  

つまり、ある遺伝子が損傷すると、ある酵素を作れなくなるわけである。ここでビードルと

テータムは、「ある遺伝子は、ある酵素の設計図になっているのではないか」と考えた。こ

れを( ケ )説という。 

 

 

＜第６３問の解答＞ 

問１ 

ア‐最少培地   イ・ウ‐糖・無機塩類   エ‐突然変異  オ‐アルギニン要求性突然変異株 

問２ 

カ‐Ａ  キ‐Ｂ  ク‐Ｃ  ケ‐一遺伝子一酵素説 



第６４問 ヒトの代謝異常 １学期 

問１ 下のタンパク質の代謝を表した図を参考にして、文章中の空欄(ア～コ)に適する語句

を入れよ。 

 

遺伝子Ａが突然変異を起こして正常に機能しなくなると、酵素ａが作れなくなり、( ア )

を( イ )にできなくなる。すると、( ア )が( ウ )に変化し、尿中に出てくる。これ

を( ウ )尿症という。 

遺伝子Ｂが突然変異を起こして正常に機能しなくなると、酵素ｂが作れなくなり、( エ )

から( オ )を作れなくなる。これを( カ )といい、肌の色や体毛が( キ )くなり、そ

して虹彩も透明になってしまう。 

遺伝子Ｃが突然変異を起こして正常に機能しなくなると、酵素ｃが作れなくなり、( ク )

を( ケ )にできなくなる。すると、尿中に( ク )が出てくる( ク )尿症となる。なお、

( ク )が空気に触れると( コ )くなるため、( コ )尿症ともいう。 

 

   

 

 

 

 

＜第６４問の解答＞ 

ア‐フェニルアラニン  イ‐チロシン  ウ‐フェニルケトン  エ‐チロシン   

オ‐メラニン   カ‐アルビノ   キ‐白   ク‐アルカプトン   ケ‐CO2・H2O  コ‐黒 

☆虹彩が透明になれば、網膜の毛細血管色である赤が透けて見える。つまり目が赤く見える。 

 

 

 

 



第６５問 ＳＮＰ １学期 

 

問 次の文章中の空欄(ア～ウ)に適する語句・数値を入れよ。 

 

正常な個体間で見られる、ＤＮＡの塩基配列の違いを遺伝的多型という。これらのうち、塩

基一個だけのものを( ア )という。人間の場合、だいたい( イ )塩基対に一カ所の割合

で存在する。また、( ア )は、( ウ )の部分に多く現われる。 

 

 

 

 

＜第６５問の解答＞ 

ア-一塩基多型(＝ＳＮＰ＝スニップ)  イ-１３００  ウ-遺伝子以外  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６６問 ＤＮＡの損傷と修復 １学期 

 

問１ 次の文章中・図中の空欄(ア～ク)に適する語句を入れよ。 

 

ＤＮＡは、( ア )・( イ )などの電磁波、そして( ウ )などの化学物質によっても損

傷する。すると、遺伝子が正常に発現できなくなり、細胞が死んだり、( エ )したりする。

このため、軽度の損傷であれば、それを修復する機能が存在する。 

    

なお、重度の損傷の場合、つまり、上の機構で修復不可能な場合には、細胞は( ク )(＝

細胞のプログラム死＝細胞の自殺)する。 

  

 

 

  

＜第６６問の解答＞ 

ア・イ‐放射線・紫外線  ウ‐ブロモウラシル  エ‐ガン化  オ‐ヌクレオチド鎖  

カ‐ＤＮＡポリメラーゼ  キ‐ＤＮＡリガーゼ  ク‐アポトーシス  



第６７問 遺伝子の移動 １学期 

 

問１ 遺伝子の移動に関する次の文章中の空欄(ア・イ)に適する語句を入れよ。 

 

   遺伝子は生殖によって移動する場合と( ア )によって移動する場合がある。

( ア )には、細胞から細胞へ直接移動する場合と、( イ )によって運ばれる場合がある。 

 

 

問２ 問１の文中の( ア )を説明した文章の空欄(ウ・エ)に適する語句を入れよ。 

 

( ウ )から取り込んだ遺伝子によって、( エ )が変化する現象。 

 

 

問３ 問１の文章中の( イ )にはどのようなものがあるか。２つ答えよ。 

 

 

 

 

 

 

＜第６７問の解答＞ 

問１ 

ア‐形質転換 イ‐ベクター 

問２ 

ウ‐体外   

エ‐形質(←「性質」でも意味は通るが、生物用語を使いこなせるようになろう) 

問３ 

ウィルス・プラスミド 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６８問(前半) プラスミド １学期 

 

問１ プラスミドを説明した次の文章中の空欄(ア・イ)に適する語句を入れよ。 

 

細菌が、自身のゲノムＤＮＡとは別に持っている( ア )の小さなＤＮＡをプラスミドとい

う。プラスミドには、プラスミド自身が( イ )するのに必要な遺伝子くらいしか存在しな

いが、例えばｐＢＲ３２２というプラスミドにはそれを持っている細菌に対してテトラサ

イクリン抵抗性やアンピシリン抵抗性を与えるが存在する。 

 

問２ 問１の下線部に関する以下の各設問に答えよ。 

設問(１) テトラサイクリンやアンピシリンを( ウ )という。( ウ )に入る語句を答え

よ。 

 設問(２) 設問(１)の( ウ )にはテトラサイクリンやアンピシリン以外にどのような 

ものがあるか。 

 設問(３) 結局( ウ )はどのような作用を持っているのか答えよ。 

 

 

 

＜第６８問 問１・２の解答＞ 

問１ ア‐環状  イ‐増殖 

問２  設問(１) ウ‐抗生物質   

設問(２) ペニシリン・メチシリン・バンコマイシン・ストレプトマイシンなど 

☆ペニシリンＧは、最初に発明された抗生物質である。 

設問(３) 殺菌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６８問(後半) プラスミド １学期 

 

問３ 大腸菌にヒトのタンパク質を合成させる手順を説明した次の文章中の空欄(エ・オ)に

適する語句を入れよ。 

 

  作らせたいタンパク質の遺伝子とプラスミドを用意して、プラスミドを( エ )で一か

所切る。切ったところに作らせたいタンパク質の遺伝子を( オ )で結合させる。この組み

換えプラスミドを大腸菌に送り込めば、その大腸菌内では送り込んだ遺伝子が発現してタ

ンパク質を合成する。 

 

問４ 遺伝子組み換え技術に関する次の文章中の空欄(カ～ク)に適する語句を入れよ。 

 

  １つの細胞に外部から新しい遺伝子を組み込む場合は( カ )というが、１個体の細胞

すべてに、外部からの新しい遺伝子が組み込まれた場合は、そのような生物を( キ )生物

という。なお( キ )生物を作成するには、例えば( ク )を( カ )してその( ク )を

発生させればよい。 

 

 

 

 

 

＜第６８問 問３・４の解答＞ 

問３  エ‐制限酵素  オ‐ＤＮＡリガーゼ 

問４  カ‐形質転換  キ‐トランスジェニック  ク‐受精卵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第６９問 ＰＣＲ法 １学期 

 

問１ ＰＣＲ法のＰＣＲとは何の略か。 

 

問２ ＰＣＲ法の手順を説明した次の文章中の空欄(ア～キ)に適する語句を入れよ。  

 

  １．複製したいＤＮＡを準備する。 

  ２．約( ア )℃にしてＤＮＡをポリヌクレオチド１本鎖ずつにする。 

    ←( ア )℃になることで塩基どうしの( イ )結合が解除される。 

  ３．( ウ )を加えて約( エ )℃にする。 

    ←( エ )℃になることでポリヌクレオチドと( ウ )が( イ ) 

結合する。 

  ４．( オ )・( カ )を加えて約( キ )℃にする。 

    ←( オ )が( カ )を基質としてＤＮＡを複製していく。 

  ５．２～４を繰り返せば、ＤＮＡは理論上倍々に増えていく。 

 

問３ 問２の( ウ )を説明した次の文章中の空欄(ク～コ)に適する語句を入れよ。 

 

細胞内でＤＮＡが複製される場合の( ウ )は( ク )である。これは( オ )の基質が

( カ )と( ケ )であるが、複製開始時には( ケ )が存在せず、この( ケ )を作り出

すために( コ )が( ク )を合成するからである。しかしＰＣＲ法は人間が装置内で行う

ので、ここで使われる( ウ )は人工的に作り出した１本鎖のＤＮＡである。 

 

問４ ＰＣＲ法は特定のＤＮＡ断片の複製を短時間で大量に作り出す技術である。ではど

のような場合にＤＮＡの複製を大量に作り出す必要があるのか。 

 

 

 

 

＜第６９問の解答＞ 

問１  ポリメラーゼ連鎖反応 

問２  ア‐９０  イ‐水素  ウ‐プライマー  エ‐５０  

オ‐ＤＮＡポリメラーゼ   

カ‐ｄヌクレオシド三リン酸(“ｄ”はなくても可)  キ‐７０ 

問３  ク‐ＲＮＡ  ケ‐３´末端  コ‐ＲＮＡポリメラーゼ 

問４  資料から採取したＤＮＡの塩基配列を調べるとき(親子鑑定・犯人の特定など)。 



第７０問 各種技術など １学期 

 

問 次の技術(１～３)それぞれの原理・目的を①～⑫のうちから選べ。なお、複数ある場合

はすべて選び出せ。 

 

１．ＤＮＡマイクロアレイ 

２．電気泳動法 

３．ＰＣＲ法 

 

原理 

①ＤＮＡは正に帯電している。 

②ＤＮＡは負に帯電している。 

③ジデオキシリボヌクレオシド三リン酸が取り込まれると、ＤＮＡの複製がその部分で停

止する。 

④分子量が大きいものは移動が遅い。 

⑤塩基どうしの結合は高温にすると離れ、低温にすると復活する。 

⑥ウィルスは決まった宿主に感染する。 

 

目的 

⑦試料中にどんな分子量の物質が含まれているかを調べる。 

⑧細胞に形質転換を起こさせる。 

⑨ＤＮＡ断片の複製を短時間で大量に作り出す。 

⑩その細胞ではどのような遺伝子が発現しているのか調べる。 

⑪ＤＮＡの塩基配列を調べる。 

⑫ＲＮＡからＤＮＡを作り出す。 

 

 

 

＜第７０問の解答＞ 

１．ＤＮＡマイクロアレイ・・・⑩ 

２．電気泳動法・・・②④⑦ 

３．ＰＣＲ法・・・⑤⑨ 

 


